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１．趣旨 

子どもや子育て家庭をめぐる課題は、依然深刻な状況にある児童虐待に加え、貧困や少子化

など多くが顕在化、複雑・多様化しています。全国民生委員児童委員連合会は、「全国児童委員

活動強化推進方策 2017」（平成 29年 11月、児童委員方策 2017）で、子どもたちが健やかに育

つことができる地域づくりに取り組む方針を掲げ、より積極的な児童委員活動を呼びかけてまいりま

した。 

本研究協議会は、児童委員方策2017の重点1～4の内容を軸に、子どもたちが健やかに育つ

地域づくりにどのような姿勢で取り組むかを皆で考えます。また、子どもや子育て家庭をめぐる諸課

題の理解をより深めること、各地民児協活動の情報交換と仲間づくり、そして児童委員活動の一層

の充実を図ることを目的に開催します。 

 

２．主催 

全国民生委員児童委員連合会  全国社会福祉協議会 

 

３．期日 

令和 2年 1月 22日（水）～23日（木） 

 

４．会場 

「東京ベイ幕張ホール」（アパホテル＆リゾート東京ベイ幕張 敷地内） 

JR京葉線「海浜幕張駅」から徒歩 7～8分 

〒261-0021 千葉県千葉市美浜区ひび野 2-3  TEL043-296-1112 

 

５．参加者 

（1）参加定員 360名程度（都道府県･指定都市 各 5～6名程度〈各分科会 1～2名〉） 

※分科会人数の調整……会場の定員を超えた分科会は、都道府県・指定都市 ご

とに人数調整をお願いすることがあります。 

（2）参加対象 

 開催日に民生委員・児童委員、主任児童委員である方。 

 ①～③の方は、事前資料（事例紹介等）の作成･提出をお願いします。 

①都道府県･市区町村(単位)民児協の児童委員活動に関わる部会・委員会等に所属するなど、

子ども・子育て家庭の支援に関心が高い民生委員・児童委員 

②市区町村（単位）民児協会長 

③主任児童委員 

④都道府県・指定都市、市区町村の行政・民児協・社協職員 

 

６．参加費等 

（1）参加費 4,000円（1人あたり） 

（2）宿泊費、交流会費 別途 

令和元年度 全国児童委員研究協議会 

開 催 要 項 

http://makuharihall.net/access/index.html
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７．日程及び内容 

                         12:15   13:00  13:10    14:00     15:00  15:15            17:15  18:00      19:30 

[第 1日]  
受付 

挨

拶 

行政 

説明 
講義 

休

憩 
シンポジウム 

休

憩 
交流会 

          9:30               12:00  

[第 2日]   
分科会 

 

 

 

 

〔第１日〕 1月 22日(水) 

12:15～13:00 受 付  

13:00～13:10 開会挨拶 全民児連 （児童委員活動推進部会） 

13:10～14:00 行政説明 厚生労働省子ども家庭局子育て支援課 

14:00～15:00 講 義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子育ち・子育てを応援する地域づくり 

～児童委員方策 2017 の具体的推進～」 
明治学院大学 学長 松原康雄 氏 

 

 

 

 

 

 

 
（休憩 15分）   

15:15～17:15 シンポジウム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

コーディネーター 
 
シンポジスト 

「『応援団』の活動に学ぶ、子育ち・子育て支援」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

社会福祉法人至誠学舎立川 理事 髙橋久雄 氏 
 
〇（調整中） 

 

〇 

 

〇 

 

（休憩 45分） 

18:00～19:30 交流会  

子育ち・子育て、生活の『応援団』たる団体等に取り組みをうかがいます。 

児童虐待・権利侵害防止のための活動や、子育て支援活動、子どもが生

きる力を育む助けとなる活動などを展開する団体が登壇します。それぞれが

めざすこと、大切にするもの、関係者の思いなどから、民生委員・児童委員、

主任児童委員がさらに「身近なおとな／子育て応援団」に近づくためのヒント

を学びましょう。 

また、講義児童虐待防止に関して全民児連が発信したことを振り返り、児

童委員方策２０１７にも照らし、児童虐待をめぐる現状をあらためて確認・理

解する場とします。 

「全国児童委員活動強化推進方策 2017」（児童委員方策 2017）は、より

積極的な児童委員活動をめざして、児童委員制度創設 70 周年を期し全民

児連が発信した活動推進の重点です。 

この講義では、社会情勢に照らし、地域とともにある委員活動の基盤となる

考え方や立ち位置、活動の心構えなどを学び、確認します。 



 3 

 

〔第２日〕 1月 23日(木) 

9:30～12:00 分科会 児童委員方策 2017の重点 1～４を、3会場に分かれて考えます。 

第 1分科会 児童委員活動の推進に必要なこと 
明治学院大学 学長 松原康雄 氏 

 

 

 

 

 

 

 

第 2分科会 子育て応援団としての地域づくり 
元･東京都市大学人間科学部 教授 山岸道子 氏 

 

 

 

 

 

 

第 3分科会 課題がある家庭の「身近なおとな」となる関係づくり 
社会福祉法人至誠学舎立川 理事 髙橋久雄 氏 

 

 

 

 

 

 

このほか研修の一環として、参加者全員に人権啓発に関わる資料を配付します。 

 

８．事前資料（児童委員活動実践事例の紹介等）の提出について 

ご参加にあたり、参加者全員(事務局職員以外)に、児童委員活動の実践例等を事前資料として

ご提出いただきます。事前資料は当日、ご参加の分科会内で配付しますので、希望分科会テーマに

沿った実践例をご紹介ください。 

※別紙「事前資料の記入にあたって」をご参照ください。 

※事前資料は、令和２年１月 7日（火）までに、全民児連事務局にご提出ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ご提出方法] 

※「事前資料」は、Email または郵送でお送りください。 

 FAXでの送信はご遠慮ください。 

 事前資料はそのまま印刷します。個人が特定される記述がないようご配意ください。 

また、誤解をまねく表現はお避けくださるようお願いします。 

 締切日以後に到着した場合や、参考に添付された資料は、印刷できない場合がありま

すのでご了承ください。 

児童委員活動の推進には、地域住民や関係機関に、民生委員・児童委

員、主任児童委員の存在や役割が理解されていることや、協働することが

できる環境づくり、そして委員個人を孤立させない支えが重要です。 

活動推進の基盤づくりとともに、子どもの健やかな育ちにつなげる、委員

個人と民児連組織の活動、支援のあり方を考えます。 

児童委員、主任児童委員、民児協が子育て応援団となるための糸口、

取り組みは何か。まち全体に子育て応援団の意識を広げるには、どのよう

な働きかけが効果的か。子どもたちとの関係構築や子育て家庭の孤立防

止、地域の関係機関・団体との連携について理解を深めます。 

私たちが暮らす地域には、毎日の暮らしに困りごとがありながら、自ら助け

を求めることをためらう家庭があるかもしれません。子どもの貧困や児童虐

待などの理解を深めながら、助けてほしいことを発信できずにいる子どもや

その保護者に気づき、支援につなげるための寄り添い方などを考えます。 
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９．参加申込方法および締め切り 

  (1) 参加申し込み、参加費の振り込み 

① 都道府県・指定都市民児協または社協ごとに参加者を取りまとめ、令和元年 12 月 27 日

（金）までにお申し込みください。 

② 参加費は、令和２年 1 月 7日（火）までにお振り込みください。 

③ 上記①②いずれも、別添「参加・宿泊のご案内」をご覧のうえ、本研究協議会の業務委託

先である「名鉄観光サービス（株）MICEセンターにお申し込み（お振り込み）ください。 

  (2) 参加の取り消し 

令和 2年 1月 10日 （金）までにご連絡を受けた場合、参加費をご返金します。 

以降は、資料一式の送付をもって代えますのでご了解ください。 

 

10．必要な配慮について 

手話通訳、要約筆記を希望される方や、車いすのご使用など、参加にあたり配慮が必要な方は

申込書の備考欄にご記入のうえ、お知らせください。 

不明な点やご要望がありましたら、全民児連事務局まで事前にお問合せください。 

 

11．個人情報の取り扱いについて 

 (1)  本研究協議会の参加申込受付を通じて取得した参加申込者の個人情報は、全国民生委員

児童委員連合会が定めるプライバシーポリシー（個人情報の保護に関する方針）に基づき取

り扱います。 http://www2.shakyo.or.jp/zenminjiren/privacy/ 

  (2)  個人情報は、本研究協議会の運営に関する業務以外の目的には使用いたしません。 

  (3)  参加申込者の同意なしに本研究協議会に関係する事業者以外などの第三者に個人情報を

提供することはありません。 

  (4)  取得した個人情報データは、適切な管理を行います。 

  (5) 「都道府県・指定都市名」「氏名」「所属・役職名」「参加分科会」の 4 点を記載した『参加者名

簿』を作成し、本研究協議会参加者に当日配付します。 

  (6) 全国民生委員児童委員連合会事務局は、本研究協議会の参加・宿泊登録および名簿作成

の業務を「名鉄観光サービス（株）MICEセンター」に委託しております。 

 

 

----------------------------------------------------------------------- 

【参加・宿泊申込先】 

   名鉄観光サービス（株）MICEセンター 

 「全国児童委員研究協議会」係 担当：波多野（はたの）・柴田 

       〒100-0013 東京都千代田区霞が関 3-3-2 新霞が関ビル 

       Tel. 03-3595-1121 ／ Fax. 03-3595-1119  

 

【内容の問い合わせ、事前資料の送付】 

   全国民生委員児童委員連合会事務局（全国社会福祉協議会民生部）担当：小嶋・駒井 

       〒100-8980 東京都千代田区霞が関 3-3-2 新霞が関ビル 

       Tel. 03-3581-6747 ／ Fax.03-3581-6748 （全民児連）z-minsei@shakyo.or.jp 

http://www2.shakyo.or.jp/zenminjiren/privacy/

